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大阪大学の原子核実験グループの 核反応による偏極した反跳核(12B ， 12N等)をニッケルに植え込


























片山君の論文は金属ニッケル中に implant された B ， N, C , F ， μ+ ， Cu，……等の原子核が受ける hy-
perfine 相互作用による内部磁場およびその核・格子緩和時間等についてのデータを解析する目的で，
これらの不純物原子核の周辺の電子構造をできるだけ正確に計算したものである。最近阪大理学部杉







わち hyperfine 相互作用による内部磁場Hhf には，フェルミ準位よりかなり低いエネルギーをもっ電
子状態は負の符号をもっ寄与を，フェルミ準位附近の状態は正の寄与をすること，後者が核格子緩和
および、Hhf の温度変化に関係することから Hhf の全体としての符号と大きさ その温度変化および
緩和時間 T1の聞に興味深い一般的な関係があることを結論した。また計算された Hhf ， T1 , Hhf の温度
変化が定量的に実験データと一致することを示した。上記の一般的な関係はHhf の正のものはT1 が短
く Hhf の温度変化が飽和磁化の温度変化よりも大きい，また Hhf が負のものはそれと逆の傾向を示すと
いうことで，現在迄の実験結果をよく説明している。さらに核プロープの種類によってHhf の値が変
化するが，周期律表の位置によってその変化の様子が異なること，また不純物核の位置が格子間位置
か置換位置かによる相違等全般的傾向について定量的に実験データを説明する物理像を作り上げている。
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片山君の論文は以上のような内容であって 核物性の分野および金属磁性の分野の両面について大
きな進歩をもたらしたものであるから 理学博士の学位論文として充分な価値をもつものと判定する。
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